
特集

　骨盤底筋群は骨盤内臓器の支持，排泄機能（排尿・排便），姿勢保持，骨盤の安定化，腹圧コントロール，
性的活動と役割が多岐にわたる．このため，骨盤底機能障害は尿失禁，骨盤臓器脱，便秘などの排泄・生殖
器症状だけでなく，腰痛・骨盤帯疼痛，股関節疾患などの運動器疾患に大きく関連するため，かかわる診療
科も多様である．本特集により，骨盤底機能と骨盤底機能障害の理解を深め，骨盤底機能障害を運動器障害
として捉える．さらに他診療科と連携し，適切な評価・治療が普及していくことを願う．

泌尿器科医から理学療法士に求めること―泌尿器科医とともに
取り組む泌尿器科疾患・骨盤底機能障害　青木芳隆

　尿失禁などの下部尿路症状や慢性骨盤痛に対して，骨盤底筋トレーニングを含む理学療法の役割は重要
である．尿失禁は産後および 40歳以上において起こる一般的な問題で，そのタイプによって治療法も異な
るため，丁寧に多角的に評価することが大切である．泌尿器科疾患を有する患者に対し，理学療法士と泌尿
器科医が連携し，専門的な知識と情報を共有しながら，適切な治療やケアを提供することが期待される．

産婦人科医から理学療法士に求めることと期待―ライフコースに
応じたマイナートラブルへの対応　重見大介

　骨盤底機能障害によって生じる尿失禁や骨盤臓器脱，恥骨痛，腰痛などは特に妊娠期から産後にかけて表
面化・悪化することが多く，対処法・治療法に制限があるなかで理学療法への期待は大きい．有効性や安全
性のエビデンスは蓄積されてきており日本でより普及することが望ましいが，そのための体制整備には知
識／ノウハウの相互共有，国内におけるデータベース構築とエビデンス蓄積，保険収載や補助金助成の実現
などが重要である．

整形外科医から理学療法士に求めること―骨盤底と股関節との関連
を診療科を超えて診る　田巻達也

　変形性股関節症に対する人工股関節全置換術の術後に，股関節機能の改善に伴い尿失禁症状が改善する
症例が存在する．骨盤底において，内閉鎖筋と肛門挙筋とが密接な解剖学的関係をもつことから，股関節機
能が骨盤底機能に影響を与える可能性があると考えられる．骨盤底機能低下に伴う疾患に対しては，診療科
を超えた総合的な診療アプローチが必要であり，理学療法士の担う役割は非常に大きい．

リハビリテーション科医から理学療法士に求めること―障害者の
妊娠・出産について考えるリハビリテーション医療の視点　上出杏里

　障害を有する女性の場合，妊娠・出産に伴う骨盤底機能障害，運動器障害について，それらの身体機能・
構造変化が生活機能（活動・社会参加）へ及ぼす影響が大きいことに留意する．リハビリテーション医療の視
点から生活機能（活動・社会参加）が阻まれることのないよう，運動療法だけでなくBio-Psycho-Social
（BPS）モデルに基づいた評価，介入・支援計画が必要である．

骨盤底機能障害と
運動器障害の連関

企画　田舎中真由美
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EOI : essences of the issue 

骨盤底機能と腰椎・骨盤帯疼痛　城内若菜
　腰痛や骨盤痛が生じることで骨盤底機能にどのような影響が生じるのか，骨盤底機能は腰椎，骨盤の安定
性にどのように関与するのか，疼痛を予防するために骨盤底のどのような機能が必要なのかについて，エビ
デンスや臨床的経験を踏まえ述べる．また，腰痛，骨盤痛を呈する症例に対する骨盤底機能の評価や治療を
症例も含めて紹介する．

スポーツにおける骨盤底機能障害　磯　あすか，他
　骨盤底機能障害の有病率は一般人口よりアスリートで高く，特に高負荷のスポーツで女性の尿失禁が多
い．その一方アスリートの骨盤底機能障害に対する疫学や介入方法は標準化されていない．また，産後のア
スリートの競技復帰のためには，腹壁や骨盤底機能に加えて特に競技動作時の体幹・股関節の安定性を意
識する．競技復帰は他のスポーツ外傷・障害と同様に機能評価に基づいて段階的に活動レベルを上げる．

骨盤底機能と変形性股関節症　西村圭二
　変形性股関節症患者は，股関節機能低下や歩行障害だけでなく，尿失禁や骨盤臓器脱などの骨盤底機能
障害も有することがある．骨盤底は股関節周囲筋との筋連結を認めるため，股関節変形や不良姿勢により骨
盤底への負荷が増大し，機能低下を引き起こす．股関節と骨盤底との関係性を理解し，骨盤底を含むイン
ナーユニットとして下部体幹を捉え，股関節とリンクさせた理学療法を行うことで，排尿障害および跛行の
改善につながる．

骨盤底機能と妊娠期の腰痛　山﨑愛美
　妊娠・出産は骨盤底構造にダイナミックな変化をもたらし，それに伴う機能障害を引き起こすことがあ
る．本邦では，妊婦に対する理学療法の介入は，制度や環境の問題から十分に整っていない．その反面，骨
盤底の問題も含め運動器疾患の視点で介入できることは非常に多い．臨床で多くみられる妊婦の腰痛や骨盤
帯痛も骨盤底との関連がある．その評価・介入について解説する．

骨盤底機能と排便困難型便秘　永井豊美
　排便にかかわる構造や組織は骨盤底の後方に位置し，小腸から大腸，肛門へと排泄物を送り，排出あるい
は貯める機能を有する．このなかには不随意筋と随意筋の双方が存在し，これらは体幹や股関節の機能とも
連携している．本稿では，排便にかかわる機能を運動器の一部として捉え，理学療法士の行う評価・治療に
ついて症例を通じて述べる．

男性における骨盤底機能と排泄機能障害　井出志正
　前立腺癌は本邦男性の罹患率の第 1位である．前立腺全摘除術後尿失禁に対する保存療法の第一選択は
骨盤底筋トレーニングであるとされる．しかしながら，本邦においてはパンフレットを用いた口頭指導のみ
が行われることが多く，患者が誤った骨盤底筋トレーニングを習得しても見逃される場合がある．当院では
エコー（M‒mode），Cine magnetic resonance imaging（MRI），触診を併用した骨盤底筋トレーニング指導
を行っており，指導のポイントや適切な骨盤底筋トレーニングについて解説する．
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